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4
月
1
日
に
発
表
さ
れ
た
新
元
号
「
令

和
」
は
、
約
1
3
0
0
年
前
の
「
太
宰

府
」
（
現
太
宰
府
市
）
で
あ
っ
た
「
梅
花

の
宴
」
が
う
た
わ
れ
た
万
葉
集
の
序
文
の

冒
頭
の
一
節
で
あ
り
、
原
文
で
示
す
と
…

　
『
于
時
、
初
春
令
月
、
氣
淑
風
和
。
梅

披
鏡
前
之
粉
、
蘭
薫
珮
後
之
香
。』（
時
は

お
正
月
、
良
い
月
だ
。
天
気
も
良
く
て
、

風
も
や
わ
ら
か
に
頬
を
撫
で
て
い
る
。
な

ん
と
良
い
日
だ
。
梅
の
花
の
白
い
こ
と
と

い
っ
た
ら
、
鏡
の
前
に
あ
る
白
粉
の
よ

う
、
そ
の
香
り
の
す
ば
ら
し
さ
と
い
っ
た

ら
匂
い
袋
の
よ
う
だ
。
）「
令
和
」
に
は

平
和
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、
こ

の
よ
う
に
梅
の
花
咲
く
お
だ
や
か
な
日
が

訪
れ
て
ほ
し
い
…
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
が
、
飢
饉
や
政
変
も
あ
っ
た
万

葉
集
の
時
代
に
も
思
い
を
は
せ
て
欲
し
い

と
上
野
教
授
（
奈
良
大
）
は
語
り
ま
す
。

　

4
月
1
日
（
月
）、
政

府
は
平
成
に
代
わ
る
新
元

号
を
「
令
和
（
れ
い

わ
）
」
と
決
定
し
ま
し

た
。
こ
の
日
、
か
ね
て
よ

り
事
前
公
表
す
る
旨
を
国

民
に
伝
え
て
お
り
、
こ
の

日
を
迎
え
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
朝
か
ら
全
国
民

が
固
唾
を
飲
ん
で
テ
レ
ビ

を
注
視
す
る
中
、
11
時
40

分
に
官
房
長
官
が
画
面
に

登
場
し
、
画
面
一
杯
に

「
令
和
」
の
額
文
字
を
披

露
す
る
と
、
驚
き
に
も
似

た
静
か
な
感
動
が
広
が
り

ま
し
た
。
変
わ
り
ゆ
く
歴

史
の
一
端
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
確
認
で
き
ま
し
た
。

出
典
「
令
和
の
由
来
」
は
万
葉
集

　
約
1
3
0
0
年
前
の
「
梅
花
の
宴
」

奉
祝
特
報

皇太子さまが天皇に即位改元

Q.
新
元
号
が
「
令
和
」
と
決
ま
り
ま
し

た
が
、
元
号
と
は
何
で
す
か
。

A.
特
定
の
年
代
に
付
け
ら
れ
る
称
号
で

中
国
が
発
祥
で
す
。
日
本
初
の
元
号
は
7

世
紀
半
ば
の
「
大
化
」
で
、
令
和
は

2
4
8
番
目
と
な
り
ま
す
。
中
国
で
は

1
9
1
1
年
に
廃
止
さ
れ
、
日
本
は
元
号

を
用
い
る
唯
一
の
国
と
な
り
ま
し
た
。

Q.
な
ぜ
元
号
を
改
め
る
の
で
す
か
。

A.
1
9
7
9
年
に
制
定
さ
れ
た
元
号
法

は
「
皇
位
の
継
承
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り

改
め
る
」
と
定
め
て
あ
り
ま
す
。
5
月
1

日
に
皇
太
子
さ
ま
が
新
天
皇
に
即
位
さ
れ

る
の
に
伴
っ
て
改
元
し
ま
す
。
か
つ
て
は

皇
位
継
承
時
だ
け
で
な
く
、
め
で
た
い
こ

と
が
起
き
た
時
や
、
逆
に
天
災
地
変
の
災

害
や
戦
乱
・
凶
作
な
ど
の
災
い
を
断
つ
た

め
に
頻
繁
に
改
元
し
ま
し
た
。

　

明
治
以
降
は
天
皇
一
代
の
「
一
世
一

元
」
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

天
皇
陛
下
が
4
月
30
日
に

退
位
さ
れ
、
翌
5
月
1
日
、

皇
太
子
さ
ま
が
新
天
皇
に
即

位
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
が
終
幕
、
同
時
に
新

し
い
元
号
「
令
和
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

政
府
は
国
民
生
活
に
大
き

な
変
化
や
混
乱
を
避
け
る
た

め
に
、
か
ね
て
よ
り
公
約
し

て
い
た
改
元
を
事
前
公
表
し

ま
し
た
。

　

4
月
30
日
は
皇
居
・
宮
殿

で
、
国
事
行
為
と
し
て
天
皇

陛
下
の
「
退
位
礼
正
殿
の

儀
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

5
月
1
日
は
新
天
皇
が

「
三
種
の
神
器
」
の
剣
と
璽

な
ど
を
受
け
継
ぐ
儀
式
が
古

代
豊
か
に
行
わ
れ
、
そ
の
後

「
即
位
後
朝
見
の
儀
」
も
国

事
行
為
と
し
て
伝
統
に
の
っ

と
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
即
位
の
礼
」
の
中
心
儀

式
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
は

今
秋
実
施
予
定
。
オ
ー
プ
ン

カ
ー
で
の
パ
レ
ー
ド
や
、
国

内
外
の
賓
客
招
待
の
披
露
宴

も
開
催
の
予
定
で
す
。

（
詳
細
内
容
は
後
日
に
予
定
）

「
改
元
」
に
つ
い
て
の
Q
&
A

れ
い

わ

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
①

事
前
公
表
、

5
月
1
日
施
行

新元号「令和」決まる

「高い識見を有する」専門家に候
補名の考案を委嘱

菅官房長官が有識者懇談会を開
催。原案への意見を求める

衆院の大島、参院の伊達両議長
らの意見聴取。全閣僚会議で協
議

臨時閣議で新元号を決定

午前0時施行

❶国民の理想としてふさわしい
良い意味を持つ
❷漢字2字
❸書きやすい
❹読みやすい
❺これまでに元号または贈り名
（追号）として使われていない
❻俗用されていない
　一に留意。数個の原案に絞り込む

5
月
1
日

4
月
1
日
当
日

事
前
準
備

新元号選定の手続き
改元の手順
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こ
の
日
、
球
場
の
大
入
満
員
に
よ
る
大

歓
声
を
受
け
て
「
あ
ん
な
も
の
を
見
せ
ら

れ
た
ら
後
悔
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
」
と
語
っ
た
孤
高
の
天
才
打
者
と
言

わ
れ
た
イ
チ
ロ
ー
選
手
。
晴
れ
や
か
な
表

情
と
照
れ
笑
い
で
語
る
彼
は
、
2
0
0
1

年
海
を
渡
っ
て
新
人
と
し
て
大
リ
ー
グ
に

挑
戦
。
前
例
の
な
い
日
本
人
野
手
へ
の
偏

見
か
ら
厳
し
い
言
葉
を
浴
び
た
米
国
で
孤

独
と
闘
い
な
が
ら
も
自
分
を
信
じ
て
、
地

道
に
成
績
を
残
す
こ
と
で
左
表
が
示
す
通

り
の
確
固
た
る
地
位
を
築
き
ま
し
た
。
そ

の
姿
は
ま
る
で
求
道
者
の
よ
う
だ
と
評
さ

れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
か
ら
彼
の
活

躍
す
る
姿
を
見
て
、
胸
の
す
く
思
い
が
し

た
の
も
ま
た
事
実
。
残
し
た
大
記
録
は
正

に
圧
巻
そ
の
も
の
。
「
来
る
べ
き
日
が
来

ち
ゃ
っ
た
の
か
な
。
も
っ
と
先
だ
と
思
っ

て
い
た
だ
け
に
残
念
…
」
と
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
の
王
会
長
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

3000安打

大
リ
ー
グ

2016年
新人王 01年
ア・リーグ最優秀選手 1度 （01年）

首位打者 2度 （01、04年）

盗塁王 1度 （01年）

シーズン最多安打記録樹立 262 （04年）

シーズン200安打 10年連続（01～10年）

首位打者 7年連続 （94～00年）

最多安打 5度 （94～98年）

打点王 1度 （95年）

盗塁王 1度 （95年）

パ・リーグ最優秀選手 3年連続 （94～96年）

オールスター戦出場 7年連続 （94～00年）

ゴールデングラブ賞 7年連続 （94～00年）

シーズン最多安打 7度（01、04、06～10年）
オールスター戦出場 10年連続（01～10年）
ゴールデングラブ賞 10年連続（01～10年）

プ
ロ
野
球

　

3
月
21
日
、
イ
チ
ロ

ー
が
日
本
で
の
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
ス
と
の
開
幕
第

二
戦
後
の
深
夜
に
記
者

会
見
し
、
現
役
引
退
を

表
明
し
ま
し
た
。
メ
ジ

ャ
ー
19
年
目
と
な
る
、

プ
ロ
28
年
目
の
45
歳
。

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
②

45
歳
、日
米
通
算
4
3
6
7
安
打

〝
後
悔
あ
る
は
ず
が
な
い
!!
〞

あのイチローが引退表明（2019.3.21）
数々の大記録（実績）残して…
　　　　　　　　　　28年の野球人生

イチローが達成した主な記録

〝
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
〞

　  

平
成
の
災
害
の
記
憶

▼
平
成
29
年
7
月
5
日
か
ら
6
日
に
か
け

て
の
豪
雨
は
7
月
平
均
値
を
大
幅
に
上
回

る
大
雨
を
記
録
。
特
に
福
岡
県
朝
倉
市
〜

大
分
県
日
田
市
に
か
け
て
の
集
中
豪
雨
は

凄
ま
じ
く
短
時
間
降
水
量
は
観
測
史
上
最

大
の
記
録
と
な
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

地
域
の
方
々
の
避
難
生
活
や
復
旧
活
動
は

現
在
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
る
の
が
現

状
。
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
記
憶
で
す
。

⑸ 

九
州
北
部
豪
雨

平
成
29
年
7
月
5
日
〜
6
日（
2
0
1
7
年
）

▼
平
成
28
年
4
月
14
日
9
時
過
ぎ
、
熊
本

地
方
で
震
度
7
の
激
し
い
揺
れ
が
発
生
。

16
日
に
か
け
て
同
一
地
域
に
お
い
て
二
回

連
続
で
発
生
す
る
と
い
う
、
気
象
庁
の
観

測
史
上
初
の
事
例
と
な
り
ま
し
た
。
県
内

及
び
隣
県
に
大
被
害
と
恐
怖
を
与
え
ま
し

た
。
あ
の
堅
固
な
熊
本
城
も
倒
壊
し
て
、

現
在
復
興
中
で
あ
る
事
は
有
名
で
す
。

⑷ 

熊
本
地
震

平
成
28
年
4
月
14
日
〜
16
日（
2
0
1
6
年
）

▼
平
成
3
年
秋
に
発
生
し
た
台
風
19
号
は

最
初
に
上
陸
し
た
九
州
は
も
ち
ろ
ん
、
早

い
速
度
で
日
本
列
島
を
北
上
し
国
内
各
地

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
台
風
は
、
風
速　

m/s
と
極
め
て
強

い
勢
力
で
九
州
に
上
陸
。
九
州
各
地
の
気

象
台
及
び
観
測
所
で
統
計
開
始
以
来
最
大

の
最
大
風
速
を
記
録
し
ま
し
た
。

⑵ 

台
風
19
号

平
成
3
年
9
月
27
日（
1
9
9
1
年
）

▼
平
成
2
年
11
月
、
1
9
8
年
ぶ
り
に
雲

仙
・
普
賢
岳
が
噴
火
活
動
。
い
っ
た
ん
治

ま
る
も
の
の
翌
年
6
月
3
日
、
火
砕
流
と

土
石
流
が
発
生
。
真
黒
な
噴
煙
と
夜
は
火

柱
が
見
え
、
島
原
市
の
一
部
及
び
深
江
町

な
ど
で
大
被
害
を
も
た
ら
し
て
、
地
元
民

は
恐
怖
と
経
済
的
な
打
撃
を
受
け
ま
し

た
。
火
山
列
島
の
厳
し
い
現
実
が
そ
こ
に

あ
り
ま
し
た
。

⑴ 

雲
仙
・
普
賢
岳
噴
火

平
成
2
年
11
月
17
日（
1
9
9
0
年
）

▼
平
成
17
年
3
月
20
日
の
昼
前
、
震
度
6

弱
の
地
震
が
福
岡
県
西
方
沖
で
発
生
、
福

岡
県
民
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
「
福
岡
で
は

大
き
な
地
震
は
起
き
な
い
」
と
昔
か
ら
の

定
説
を
覆
し
た
出
来
事
で
し
た
。
震
源
に

近
い
玄
海
島
を
は
じ
め
博
多
湾
に
面
し
た

地
域
に
大
き
な
被
害
が
続
出
。
幸
い
に
も

津
波
被
害
は
免
れ
ま
し
た
。

⑶ 

福
岡
県
西
方
沖
地
震

平
成
17
年
3
月
20
日（
2
0
0
5
年
）

　

九
州
地
方
は
日
本
列
島
の
一
番
南
に
位

置
し
、
そ
の
地
理
的
・
地
形
的
な
要
因
か

ら
大
昔
か
ら
自
然
災
害
が
多
い
地
域
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
加
わ
え
て
近
年
の
異
常

気
象
に
伴
う
災
害
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
平
成
」
31
年
間
の
時
代
に
九
州
で
発

生
し
た
災
害
の
経
験
と
そ
の
記
憶
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
次
に
列
挙
し
ま
し
た
。

50
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平
成
元
年
（
1
9
8
9
年
）
（
巳
年
）

•
昭
和
天
皇
逝
去
（
1
/
7
）「
平
成
」
始

ま
る 

•
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊 

•
中
国
で

天
安
門
事
件 

•
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
死
去

平
成
2
年
（
1
9
9
0
年
）
（
午
年
）

•
雲
仙
の
普
賢
岳
が
198
年
ぶ
り
噴
火 

•
東

西
ド
イ
ツ
統
一 

•
木
島
長
崎
市
長
銃
撃 

•
ペ
ル
ー
大
統
領
に
日
系
フ
ジ
モ
リ
氏

平
成
3
年
（
1
9
9
1
年
）
（
未
年
）

•
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
始
ま
る 

•
台
風
19
号

上
陸 

•
ソ
連
崩
壊 

•
雲
仙
普
賢
岳
で
大

火
砕
流 

•
信
楽
高
原
鉄
道
事
故
、
死
者
42

人平
成
4
年
（
1
9
9
2
年
）
（
申
年
）

•
佐
川
急
便
事
件
で
金
丸
副
総
裁
が
辞
職

•
P
K
O
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
自
衛
隊
派
遣

•
佐
世
保
に
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
開
業

平
成
5
年
（
1
9
9
3
年
）
（
酉
年
）

•
細
川
連
立
政
権
発
足 

•
皇
太
子
さ
ま
が

雅
子
さ
ま
と
結
婚 

•
北
海
道
南
西
沖
地
震 

•
田
中
元
首
相
死
去 

•
福
岡
ド
ー
ム
開
業

平
成
6
年
（
1
9
9
4
年
）
（
戌
年
）

•
自
社
さ
連
立
で
村
山
内
閣
誕
生 

•
松
本

サ
リ
ン
事
件
発
生 

•
九
州
北
部
大
渇
水

•
大
江
健
三
郎
氏
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

平
成
7
年
（
1
9
9
5
年
）
（
亥
年
）

•
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生 

•
阪
神
大
震

災
発
生 

•
野
茂
英
雄
投
手
が
米
大
リ
ー
グ

で
新
人
王 

•
福
岡
市
で
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド

平
成
8
年
（
1
9
9
6
年
）
（
子
年
）

•
米
軍
普
天
間
基
地
返
還
に
日
米
合
意

•
大
分
自
動
車
道
が
全
線
開
通 

•
福
岡
で

ガ
ル
ー
ダ
航
空
機
が
事
故
3
人
死
亡

平
成
9
年
（
1
9
9
7
年
）
（
丑
年
）

•
山
一
証
券
自
主
廃
業 

•
消
費
税
5
％
に

引
き
上
げ 

•
諫
早
湾
堤
防
閉
め
切
り

•
英
国
の
ダ
イ
ア
ナ
元
妃
が
交
通
事
故
死

平
成
10
年
（
1
9
9
8
年
）
（
寅
年
）

•
戦
後
最
悪
の
不
況
、
自
殺
者
3
万
人
超 

•
和
歌
山
毒
物
カ
レ
ー
事
件 

•
米
英
が
イ

ラ
ク
空
爆 

•
佐
賀
空
港
が
開
港

平
成
11
年
（
1
9
9
9
年
）
（
卯
年
）

•
欧
州
で
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
導
入 

•
法
律

に
基
づ
く
国
内
初
の
脳
死
移
植
実
施 

•
福

岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
が
初
の
日
本
一
に

平
成
12
年
（
2
0
0
0
年
）
（
辰
年
）

•
佐
賀
の
17
歳
少
年
西
鉄
バ
ス
乗
っ
取
り 

•
介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト 

•
刑
罰
対
象

「
14
歳
以
上
」
改
正
少
年
法
が
成
立

平
成
13
年
（
2
0
0
1
年
）
（
巳
年
）

•
米
中
枢
同
時
テ
ロ
発
生 

•
小
泉
政
権
誕

生
、
構
造
改
革
着
手 

•
イ
チ
ロ
ー
が
大
リ

ー
グ
で
M
V
P
と
新
人
王
に
輝
く

平
成
14
年
（
2
0
0
2
年
）
（
午
年
）

•
小
泉
首
相
訪
朝
、
拉
致
の
5
人
帰
国

•
サ
ッ
カ
ー
W
杯
日
韓
大
会
、
日
本
が
ベ

ス
ト
16 

•
牛
肉
偽
装
等
食
品
不
正
横
行

平
成
15
年
（
2
0
0
3
年
）
（
未
年
）

•
イ
ラ
ク
戦
争
開
戦
フ
セ
イ
ン
政
権
崩
壊

•
有
事
法
制
関
連
3
法
が
成
立 

•
米
ス
ペ

ー
ス
シ
ャ
ト
ル
空
中
分
解
、
7
人
死
亡

平
成
16
年
（
2
0
0
4
年
）
（
申
年
）

•
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣
開
始 

•
新
潟
県
中

越
地
震
発
生 

•
イ
チ
ロ
ー
が
年
間
最
多
安

打
記
録 

•
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
誕
生

平
成
17
年
（
2
0
0
5
年
）
（
酉
年
）

•
国
勢
調
査
で
日
本
の
人
口
が
初
の
減
少

•
J
R
福
知
山
線
で
脱
線
107
人
死
亡

•
福
岡
沖
地
震
発
生
、
最
大
震
度
六
弱

平
成
18
年
（
2
0
0
6
年
）
（
戌
年
）

•
W
B
C
で
王
ジ
ャ
パ
ン
が
初
代
王
者
に

•
イ
ラ
ク
・
フ
セ
イ
ン
元
大
統
領
死
刑

•
福
岡
市
で
飲
酒
運
転
幼
児
3
人
死
亡

平
成
19
年
（
2
0
0
7
年
）
（
亥
年
）

•「
消
え
た
年
金
」
問
題
発
覚
自
民
惨
敗

•
熊
本
市
に
国
内
初
の
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト

•
佐
賀
北
が
夏
の
甲
子
園
で
が
ば
い
旋
風

平
成
20
年
（
2
0
0
8
年
）
（
子
年
）

•
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
発
生 

•
米
大
統

領
に
初
の
ア
フ
リ
カ
系
オ
バ
マ
氏
選
出

•
中
国
冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
か
ら
殺
虫
剤

平
成
21
年
（
2
0
0
9
年
）
（
丑
年
）

•
政
権
交
代
で
民
主
党
の
鳩
山
政
権
誕
生

•
裁
判
員
裁
判
ス
タ
ー
ト 

•
オ
バ
マ
大
統

領
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
授
与

平
成
22
年
（
2
0
1
0
年
）
（
寅
年
）

•
宮
崎
で
家
畜
伝
染
病
で
30
万
頭
処
分

•
は
や
ぶ
さ
が
小
惑
星
探
査
か
ら
帰
還

•
チ
リ
鉱
山
で
落
盤
事
故
、
33
人
が
生
還

平
成
23
年
（
2
0
1
1
年
）
（
卯
年
）

•
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故

•「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
が
W
杯
優
勝

•
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全
線
開
通

平
成
24
年
（
2
0
1
2
年
）
（
辰
年
）

•
衆
議
院
選
で
自
公
が
政
権
奪
還 

•
九
州

北
部
豪
雨
で
死
者
行
方
不
明
者
32
人 

•
i

p
s
細
胞
の
山
中
教
授
に
ノ
ー
ベ
ル
賞

平
成
25
年
（
2
0
1
3
年
）
（
巳
年
）

•
2
0
2
0
年
夏
季
五
輪
東
京
開
催
決
定

•
特
定
秘
密
保
護
法
が
成
立 

•「
な
な
つ

星
イ
ン
九
州
」
が
運
行
開
始
で
大
人
気

平
成
26
年
（
2
0
1
4
年
）
（
午
年
）

•
広
島
豪
雨
77
人
の
死
者 

•
御
嶽
山
で
噴

火
災
害
58
人
死
亡 

•
消
費
税
8
％
に
引
き

上
げ 

•
大
物
俳
優
「
高
倉
健
」
さ
ん
死
去

平
成
27
年
（
2
0
1
5
年
）
（
未
年
）

•
安
保
法
が
成
立
し
集
団
的
自
衛
権
行
使

が
可
能
に 

•
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産

が
世
界
文
化
遺
産
に
決
定

平
成
28
年
（
2
0
1
6
年
）
（
申
年
）

•
米
大
統
領
に
ト
ラ
ン
プ
氏
当
選 

•
天
皇

陛
下
が
退
位
へ
の
強
い
思
い
表
明 

•
熊
本

地
震
2
回
の
震
度
7 

•
英
E
U
離
脱
決
定

平
成
29
年
（
2
0
1
7
年
）
（
酉
年
）

•
福
岡
、
大
分
で
九
州
豪
雨
42
人
の
死
者

不
明
者 

•
天
皇
退
位
の
特
例
法
が
成
立

•
14
歳
棋
士
の
藤
井
聡
太
四
段
が
29
連
勝

平
成
30
年
（
2
0
1
8
年
）
（
戌
年
）

•
西
日
本
豪
雨
で
死
者
2
2
0
人
超 

•
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
が
世
界
文
化
遺

産
に 

•
森
友
問
題
で
公
文
書
改
ざ
ん
発
覚

平
成
31
年
（
2
0
1
9
年
）
（
亥
年
）

•
イ
チ
ロ
ー
が
引
退
表
明 

•
4
月
30
日
、

天
皇
が
退
位
さ
れ
平
成
は
終
わ
る

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
③

平
成
31
年
間
の
主
な
出
来
事

※
皇
太
子
様
が
天
皇
に
即
位
さ
れ
て
5
月

1
日
か
ら
令
和
の
時
代
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
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シリーズ

No. 41

人
生
の
高
齢
期
を
考
え
る

「
じ
じ
ば
ば
の
運
転
」

　

ま
す
ま
す
高
齢
者
に
対
す
る
風
当
た
り

が
激
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。
い
よ
い
よ
免

許
証
を
返
納
す
る
こ
と
を
決
断
す
る
時
期

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
思
っ
て
先
延
ば

し
に
し
て
い
た
ら
、
事
故
を
起
こ
し
て
し

ま
っ
た
、
他
人
様
の
お
孫
さ
ん
の
命
を

奪
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
人
生
の
終
焉

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
前
号
で
、
「
ち
ち
の
ま
な
ざ
し
」
に

つ
い
て
心
配
だ
と
書
き
ま
し
た
が
、
実
に

「
じ
じ
ば
ば
の
運
転
」
の
危
険
性
こ
そ
、

わ
が
こ
と
の
問
題
で
し
た
。

交
通
環
境
が
悪
く
な
っ
た

　

昨
年
中
、
運
転
中
に
あ
ぶ
な
い
と
い
う

思
い
を
し
た
こ
と
が
何
度
か
あ
り
ま
し

た
。
ど
の
車
も
見
る
か
ら
に
年
配
者
、
側

道
か
ら
一
時
停
止
を
し
な
い
で
直
前
に
割

り
込
ん
で
く
る
、
右
折
専
用
車
線
に
対
向

車
線
か
ら
入
り
込
み
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て

逆
走
し
て
く
る
な
ど
あ
わ
や
と
い
う
こ
と

が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
オ
ー
ト
マ
チ
ッ

ク
車
が
普
及
し
て
か
ら
、
運
転
が
容
易
に

な
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
運

転
マ
ナ
ー
や
順
法
精
神
も
希
薄
に
な
っ
て

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
音
も
な
く
疾
走

す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
電
気
自
動
車
、
ナ

ビ
画
面
や
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ス
マ
ホ
で

話
し
な
が
ら
（
違
法
）
の
な
が
ら
運
転
、

運
転
以
外
の
機
能
満
載
で
居
心
地
優
先
の

車
作
り
の
た
め
、
自
分
の
ヘ
ヤ
に
い
る
よ

う
な
感
覚
に
な
り
、
進
路
変
更
時
に
ウ
イ

ン
カ
ー
で
知
ら
せ
る
車
も
ほ
と
ん
ど
な
い

な
ど
、
運
転
手
の
意
思
を
周
り
の
車
に
伝

え
る
努
力
の
足
り
な
い
交
通
環
境
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
や
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）

の
有
効
な
緊
急
停
車
の
方
法
は
？

　

し
か
も
、
メ
ー
カ
ー
も
「
自
動
で
止
ま

り
ま
す
」「
人
を
感
知
し
て
警
報
し
ま

す
」
な
ど
、
あ
た
か
も
車
が
守
っ
て
く
れ

る
よ
う
な
言
い
ぐ
さ
で
す
。
運
転
技
術
は

「
止
ま
る
」
こ
と
と
「
曲
が
る
」
こ
と
が

基
本
で
す
が
、
そ
れ
を
車
任
せ
に
し
て
だ

れ
で
も
車
を
安
全
に
乗
り
こ
な
せ
る
よ
う

な
錯
覚
を
起
こ
さ
せ
ま
す
。　

　

電
子
制
御
な
ど
の
仕
組
み
や
モ
ー
タ
ー

動
力
の
特
性
が
理
解
で
き
な
い
ま
ま
、
車

を
信
用
し
き
っ
て
乗
り
回
し
て
い
ま
す
。

運
転
手
は
、
緊
急
事
態
の
時
は
、
経
験
や

勘
が
働
き
無
意
識
に
、
何
と
か
車
を
止
め

よ
う
と
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
（
サ
イ
ド
ブ

レ
ー
キ
も
引
く
）、
ギ
ヤ
を
落
と
す
（
エ

ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
利
か
す
）、
ハ
ン
ド

ル
を
切
っ
て
避
け
る
、
上
手
な
人
は
後
輪

を
ス
ピ
ン
さ
せ
て
止
め
る
。
こ
う
し
た
動

作
を
一
瞬
の
う
ち
に
行
う
も
の
で
す
。
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
や
Ｅ
Ｖ
で
も
こ
の
よ
う
に
緊

急
停
車
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

写
真
は
、
プ
リ
ウ

ス（
左
）
と
カ
ロ
ー

ラ（
右
Ｍ
Ｔ
）
の
シ

フ
ト
レ
バ
ー
で
す
。

１
・
２
・
３
・
４
・

バ
ッ
ク
（
Ｒ
）
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
ギ
ア
か
ら

運
転
を
始
め
た
こ
ろ

と
は
別
物
で
す
。
プ

リ
ウ
ス
の
シ
フ
ト
を

見
て
み
る
と
、
シ
フ

ト
レ
バ
ー
の
動
き
が

独
特
で
す
。
Ｐ
が
な

い
Ｌ
が
な
い
Ｂ
は
な

に
？
と
イ
メ
ー
ジ
が

覆
り
ま
す
。
可
動
域

も
狭
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
②
の
ア
ク

セ
ル
ペ
ダ
ル
の
位
置

が
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル

に
比
べ
随
分
運
転
手

側
に
あ
り
ま
す
。
筆
者
の
ホ
ン
ダ
フ
ィ
ッ

ト
は
ペ
ダ
ル
の
手
前
側
は
同
じ
横
線
上
に

あ
る
の
で
、
か
か
と
を
中
心
に
左
右
に
つ

ま
先
の
方
向
を
変
え
て
踏
み
替
え
が
し
易

い
と
感
じ
ま
す
。
普
段
は
大
き
く
脚
を
持

ち
上
げ
な
い
で
踏
み
か
え
が
で
き
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
に
プ
リ
ウ
ス
で
や
る
と
、
ア

ク
セ
ル
の
奥
深
く
（
エ
ン
ジ
ン
側
）
に
足

が
か
か
っ
て
し
ま
い
踏
み
込
み
が
強
く
な

り
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ペ
ダ
ル
間
が
遠
い

よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

緊
急
時
回
避
訓
練
が
必
要

　

原
三
信
病
院
の
人
身
事
故
の
時
も
プ
リ

ウ
ス
（
池
袋
の
場
合
と
同
系
車
）
で
し
た

が
、
35
年
間
無
事
故
の
タ
ク
シ
ー
運
転
経

験
者
で
個
人
タ
ク
シ
ー
の
認
可
を
受
け
て

い
た
と
い
う
運
転
手
は
現
在
も
、
ア
ク
セ

ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
間
違
え
は
し
て
い

な
い
と
主
張
し
て
い
ま
す
し
、
ア
メ
リ
カ

で
も
多
数
の
死
亡
者
を
出
し
、
ア
メ
リ
カ

の
公
聴
会
で
社
長
が
涙
を
流
し
て
弁
明
し

た
車
で
す
が
、
そ
の
後
も
こ
の
車
の
事
故

の
多
さ
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

　

居
眠
り
や
酒
酔
い
や
脇
見
運
転
で
も
故

意
の
ス
ピ
ー
ド
出
し
過
ぎ
で
も
な
い
の
に

不
思
議
で
す
。

　

世
界
で
初
め
て
の
量
産
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
で
、
販
売
そ
の
も
の
が
試
験
車
に
よ
る

実
走
行
実
験
で
あ
る
の
だ
と
筆
者
は
考
え

て
い
ま
す
。
世
界
で
初
め
て
の
ガ
ソ
リ
ン

と
モ
ー
タ
ー
を
切
り
替
え
な
が
ら
公
道
を

走
る
歴
史
の
浅
い
乗
り
物
で
す
か
ら
、
同

じ
メ
ー
カ
ー
で
も
歴
史
と
安
全
の
実
績
の

あ
る
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
カ
ロ
ー
ラ
と

は
信
頼
度
が
違
い
ま
す
。
ま
し
て
85
歳
を

超
え
て
判
断
能
力
も
運
動
能
力
も
衰
え
て

い
る
人
が
、
発
展
途
上
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

や
Ｅ
Ｖ
の
路
上
実
験
の
段
階
に
参
加
す
る

こ
と
は
考
え
も
の
で
す
。

　

現
在
ど
の
車
に
乗
っ
て
い
て
も
、
安
全

で
法
令
違
反
に
な
ら
な
い
場
所
を
見
つ
け

て
時
速
60
キ
ロ
か
ら
急
停
止
す
る
練
習
を

時
々
し
て
く
だ
さ
い
。
Ａ
Ｂ
Ｓ
も
ガ
ツ
ン

と
踏
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
、
緊
急
時
に
パ

ニ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
よ
う
に
体
験
が
必

要
で
す
。

（
次
号
に
続
く
）

（
記
・
吉
野 

道
利
）
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シ
リ
ー
ズ

No.
1

庶
民
の
文
化
物
語  

漫
画
の
話

漫
画
・
映
画
・
話
芸
・
演
歌
・
放
送
で
綴
る

庶
民
の
文
化

し
た
た
か
に
展
開
　
庶
民
の
文
化

　
高
尚
な
文
化
な
ん
て
あ
る
も
の
か

　

か
つ
て
「
高
尚
な
文
化
と
そ
う
で
な
い

文
化
が
あ
る
か
の
よ
う
な
文
化
論
」
が
ま

か
り
と
お
っ
て
い
ま
し
た
。
映
画
が
登
場

し
た
時
に
は
、
映
画
を
活
動
写
真
と
言
っ

た
こ
と
か
ら
映
画
関
係
者
は
「
活
動
屋
」

と
揶
揄
さ
れ
た
ほ
ど
で
す
。
テ
レ
ビ
が
登

場
し
た
時
は
、
映
画
人
か
ら
「
テ
レ
ビ
紙

芝
居
」
と
切
り
捨
て
ら
れ
た
り
し
ま
し

た
。
私
が
大
好
き
な
「
浪
花
節
」
は
、
同

じ
仲
間
だ
と
言
え
る
の
に
、
落
語
界
や
講

談
界
か
ら
「
演
芸
場
で
は
一
緒
に
出
演
で

き
な
い
」
と
排
斥
さ
れ
た
歴
史
を
持
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
映
画
は
歌
舞
伎
な
ど

の
演
劇
を
し
の
ぎ
，
民
衆
芸
術
の
王
座
を

築
き
ま
し
た
。
そ
の
映
画
を
ト
ッ
プ
の
座

か
ら
い
わ
ば
引
き
下
ろ
し
た
の
は
テ
レ
ビ

で
す
。
テ
レ
ビ
登
場
の
初
期
に
は
、
映
画

の
大
ス
タ
ー
は
「
テ
レ
ビ
に
は
出
演
し
な

い
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
1
9
6
4
年

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
赤
穂
浪
士
」
に

長
谷
川
一
生
が
出
演
し
た
こ
ろ
か
ら
、
大

ス
タ
ー
も
出
演
し
だ
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
三
船
敏
郎
や
中
村
錦
之
助
や
勝
新
太

郎
を
主
演
と
し
た
時
代
劇
が
作
ら
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

劣
位
に
お
か
れ
た
浪
花
節
も
浪
曲
と
称

さ
れ
、
昭
和
の
前
半
期
は
民
衆
（
大
衆
）

演
芸
の
王
座
を
占
め
、
昭
和
30
年
代
前
段

の
ラ
ジ
オ
で
は
毎
日
の
よ
う
に
浪
曲
番
組

が
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
学
低
学
年

の
私
も
こ
の
番
組
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
辺
の
よ
も
や
ま
話
は
次
号
以
降

に
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
に
は
と
も

あ
れ
、
こ
う
し
た
時
代
の
変
遷
の
背
景
に

は
、
「
庶
民
が
何
を
求
め
た
の
か
、
ま

た
、
製
作
者
側
が
何
を
狙
っ
て
製
作
し
た

の
か
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
庶
民
の
文
化
に
つ
い
て
、
映
画
・
話

芸
・
演
歌
・
放
送
を
題
材
に
庶
民
の
喜
怒

哀
楽
や
願
い
を
追
い
求
め
、
そ
の
意
義
な

ど
を
綴
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ

っ
大
事
な
も
の
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
も

っ
と
も
子
ど
も
た
ち
（
も
ち
ろ
ん
昭
和
30

年
代
後
半
ご
ろ
か
ら
大
学
生
や
青
年
も
）

を
魅
了
さ
せ
た
漫
画
で
す
。
や
っ
ぱ
り
漫

画
を
語
ら
な
け
れ
ば
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は

始
ま
ら
な
い
で
す
ね
。

漫
画
の
は
じ
ま
り
は
葛
飾
北
斎

　
本
質
は
、
「
笑
い
」
と
「
諷
刺
」

　

さ
て
、
わ
が
国
で
漫
画
は
い
つ
は
じ
ま

っ
た
か
、
平
安
時
代
の
「
鳥
獣
人
物
戯

画
」
か
ら
と
す
る
説
と
江
戸
時
代
の
「
葛

飾
北
斎
の
漫
画
」
を
始
ま
り
と
す
る
説
が

有
力
で
す
。
気
持
ち
的
に
は
前
者
が
始
ま

り
と
し
て
も
い
い
の
で
す
が
、
近
代
の
漫

画
に
つ
な
が
る
点
を
重
視
し
て
、
こ
こ
で

は
北
斎
説
に
従
い
ま
す
。
北
斎
は
浮
世
絵

の
大
家
で
、
90
歳
ま
で
描
き
続
け
西
洋
画

に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
米
国
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
西
暦
1
0
0
0
年
か
ら

1
9
9
9
年
間
で
世
界
の
人
物
100
人
を
選

出
、
日
本
人
と
し
て
唯
一
選
ば
れ
た
の
が

北
斎
で
す
。
北
斎
の
漫
画
は
、
今
日
の
よ

う
な
ス
ト
ー
リ
ー
画
で
な
く
、
戯
画
・
風

刺
と
し
て
描
い
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
末

期
に
は
、
多
く
の
浮
世
絵
画
家
が
幕
政
批

判
の
風
刺
を
描
き
、
市
中
に
輩
出
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
戯
画
の
よ
う
な
遊
び
だ

け
で
な
く
、
「
諷
刺
」
が
漫
画
の
本
質
と

し
て
強
く
出
て
い
ま
す
。

　

明
治
に
な
る
と
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が

登
場
し
、
近
代
印
刷
技
術
の
導
入
に
よ
っ

て
、
庶
民
の
前
に
漫
画
が
大
量
に
出
回
っ

て
き
ま
す
。
自
由
民
権
運
動
な
ど
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
政
府
批
判
の
一
枚

絵
は
、
と
て
も
痛
烈
で
、
発
行
禁
止
な
ど

の
弾
圧
も
受
け
ま
す
。
し
か
し
、
庶
民

は
、
遊
び
（
笑
い
・
ユ
ー
モ
ア
）
や
風
刺

に
喜
怒
哀
楽
を
感
じ
、
と
く
に
鋭
い
風
刺

に
喝
采
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ど
う
も
理
屈
っ
ぽ
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
72
歳
の
私
が
、
今
読
み
直
し
て
い
る

漫
画
は
、
手
塚
治
虫
・
福
井
英
一
・
白
土

三
平
・
矢
口
高
雄
・
長
谷
川
町
子
・
馬
場

の
ぼ
る
・
中
沢
啓
治
・
小
島
剛
夕
・
西
岸

良
平
な
ど
で
す
。
最
近
の
若
手
の
作
品
は

読
み
こ
な
し
て
い
ま
せ
ん
が
。
最
新
刊
で

熱
中
し
て
い
る
の
が
、
山
本
お
さ
む
の

「
赤
狩
り
」
で
す
。
こ
の
本
の
話
は
、
後

ほ
ど
「
映
画
」
の
項
で
触
れ
ま
す
。

　

次
回
は
、
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
と
「
イ
ガ

グ
リ
く
ん
」
ま
た
「
ア
ド
ル
フ
に
告
ぐ
」

と
「
カ
ム
イ
伝
」
の
対
決
？
に
つ
い
て
で

す
。（

記
・
日
下
部
恭
久
・
東
区
香
椎
在
住
）
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こ
の
リ
レ
ー

エ
ッ
セ
イ
の
打
診

を
受
け
た
時
は
、

生
来
の
深
慮
を
し

な
い
性
格
で
、
簡

単
に
お
受
け
し
ま

し
た
が
数
時
間

後
、
安
請
け
合
い
を
し
て
し
ま
っ
た
な

と
、
か
な
り
深
く
後
悔
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
担
当
の
S
君
に
今
更
「
書
け

ま
せ
ん
」
な
ど
と
言
え
る
訳
も
な
く
「
何

を
書
く
か
な
ー
！
」
「
ど
う
し
ょ
う
か

な
ー
! ! !
」
と
薄
く
な
っ
た
頭
を
掻
き
む
し

り
そ
う
に
な
っ
た
時
、
我
が
家
の
愛
犬
を

思
い
浮
か
べ
ま
し
た

　

名
前
は
「
ク
マ
」
で
す
。
独
り
暮
ら
し

の
私
の
貴
重
な
同
居
人
で
す
。
同
居
人
と

い
っ
て
も
裏
庭
に
い
る
老
犬
で
す
が
。

　

さ
て
、
表
題
の
説
明
に
な
り
ま
す
が
、

ク
マ
は
犬
の
「
ク
マ
」
で
、
ひ
ら
が
な
の

「
く
ま
」
は
何
を
隠
そ
う
私
の
事
で
す
。

　

私
の
こ
の
風
体
か
ら
か
宗
像
事
業
所
の

女
子
職
員
は
私
の
事
を
「
く
ま
ち
ゃ
ん
」

も
し
く
は
「
く
ま
所
長
」
と
呼
ん
で
い
る

の
で
す
。
流
石
に
面
と
向
か
っ
て
は
「
所

長
」
と
呼
ん
で
く
れ
て
は
い
ま
す
が
…
。

　

森
元
常
務
理
事
は
「
く
ま
モ
ン
」
と
呼

ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

私
自
身
は
、
た
だ
の
田
舎
の
オ
イ
さ
ん

で
、
ボ
ロ
ボ
ロ
で
可
愛
い
ら
し
さ
の
か
け

ら
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

多
分
裏
で
は
「
く
ま
ジ
イ
」
と
か
「
オ

イ
さ
ん
」
と
か
呼
び
捨
て
に
さ
れ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

閑
話
休
題
、
話
が
そ
れ
ま
し
た
。

　

ク
マ
が
我
が
家
に
や
っ
て
来
た
の
は
平

成
18
年
9
月
。
当
時
存
命
し
て
い
た
父

が
、
愛
護
セ
ン
タ
ー
か
ら
殺
処
分
（
嫌
な

言
葉
で
す
）
さ
れ
る
前
に
引
き
取
っ
て
き

た
も
の
で
す
。

　

愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
や
み
く
も
に
処
分

す
る
の
で
は
な
く
、
里
親
希
望
者
に
犬
た

ち
を
公
開
し
、
里
親
に
な
る
こ
と
が
決
ま

る
と
、
犬
の
習
性
や
飼
い
方
、
し
つ
け
方

な
ど
の
講
義
受
講
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
捨

て
た
リ
、
虐
待
な
ど
決
し
て
行
い
ま
せ
ん

と
の
誓
約
書
を
取
ら
れ
、
初
め
て
引
き
渡

し
さ
れ
る
の
で
す
。

我
が
家
に
や
っ
て
来
た
「
ク
マ
」

　

ク
マ
を
初
め
て
み
た
感
想
は
「
真
っ
黒

な
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
で
し
た
。
コ
ロ
コ
ロ

し
て
お
り
そ
の
つ
ぶ
ら
な
瞳
を
見
つ
め
た

時
、
体
内
か
ら
悪
し
き
感
情
や
妬
み
と
か

嫉
み
と
か
一
切
の
負
の
感
情
が
な
く
な
る

く
ら
い
浄
化
さ
れ
ま
し
た
。
ク
マ
は
ゴ
ー

ル
デ
ン
レ
ト
リ
バ
ー
と
柴
犬
の
ミ
ッ
ク
ス

（
雑
種
）
ら
し
く
毛
色
は
真
っ
黒
で
（
こ

れ
が
、
名
前
の
由
来
と
な
る
）
眼
は
ク
リ

ク
リ
し
て
実
に
愛
ら
し
く
、
耳
は
半
分
ほ

ど
か
ら
垂
れ
て
お
り
胸
部
と
足
先
だ
け
、

真
っ
白
な
毛
が
生
え
、
某
食
レ
ポ
タ
レ
ン

ト
さ
ん
な
ら
「
あ
あ
っ
〜
可
愛
ら
し
さ
の

シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
や
〜
」
と
お
っ
し
ゃ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
（
喰
う
た
ら
い
け
ん

け
ど
ね
。
）

　

さ
ら
に
、
一
切
無
駄
吠
え
を
し
ま
せ
ん

し
、
不
審
者
以
外
を
威
嚇
す
る
事
も
あ
り

ま
せ
ん
。
近
所
で
も
ク
マ
、
ク
マ
と
可
愛

が
ら
れ
て
お
り
、
ク
マ
に
面
会
に
来
ら
れ

る
方
も
い
る
く
ら
い
で
す
。

ク
マ
亡
き
後
を
ひ
と
り
想
う

　

我
が
家
に
き
て
13
年
。
犬
に
と
っ
て
の

1
年
は
人
間
に
と
っ
て
の
5
〜
6
年
に
換

算
さ
れ
ま
す
か
ら
、
も
う
70
歳
く
ら
い
の

じ
い
ち
ゃ
ん
犬
で
す
。
可
愛
い
顔
は
あ
ま

り
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
毛
並
み
に
色
艶

が
な
く
な
り
、
パ
サ
パ
サ
し
て
き
ま
し

た
。
耳
も
遠
い
よ
う
で
名
前
を
呼
ん
で
も

昔
の
よ
う
に
レ
ス
ポ
ン
ス
良
く
駆
け
寄
っ

て
も
き
ま
せ
ん
。
考
え
た
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
に
何
も
な
け
れ
ば
、
ク
マ
が
先
に

天
へ
と
召
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
母
は
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
入
居
し
て
お
り
、
ク
マ

が
い
な
く
な
れ
ば
古
く
て
だ
だ
っ
広
い
田

舎
家
で
1
人
に
な
る
の
か
…
、
と
思
う

日
々
で
す
。

　

今
現
在
は
、
気
楽
で
良
い
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
自
分
も
さ
ら
に
歳
を
取
り
、
職

を
辞
し
社
会
と
の
関
り
が
薄
く
な
っ
た

時
、
孤
独
感
を
感
じ
る
日
々
に
な
る
の
か

と
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

兄
弟
は
関
西
に
在
住
し
生
活
基
盤
が
確

立
し
て
お
り
福
岡
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
は

ま
ず
な
く
、
親
類
縁
者
も
高
齢
化
し
て
お

り
、
自
身
が
離
婚
し
て
い
る
た
め
実
子
に

頼
る
事
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

必
ず
訪
れ
る
現
実
を
直
視
し
、
地
域
や

近
隣
と
の
結
び
つ
き
や
、
絆
を
深
め
、
社

会
と
繋
が
り
続
け
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え

な
い
と
、
簡
単
に
私
は
孤
立
の
深
淵
へ
落

ち
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

最
近
ク
マ
を
撫
で
な
が
ら
、
し
き
り
と

く
ま
が
よ
く
考
え
る
こ
と
で
し
た
。

39

宗
像
事
業
所  

所
長
　
髙
田
　
朋
之

「
ク
マ
と
く
ま
」

・
・
・
・

・
・
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支部・事業所だより
帆
柱
昼
食
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
開
催

ふ
く
し
生
協
直
方
市
学
童
保
育
支
援
セ
ン
タ
ー

『
十
五
学
童
合
同
お
別
れ
バ
ス
遠
足
』

　

2
0
1
9
年
2
月
20

日
（
水
）
に
北
九
州
市

八
幡
東
区
の
小
規
模
ほ

ば
し
ら
に
て
昼
食
サ
ロ

ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
昼
食
サ
ロ
ン
は
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
ど
か
の
移
転
後
よ
り
開
始

さ
れ
、
毎
月
第
3
水
曜
日
に
デ
イ
の
ど
か

と
小
規
模
ほ
ば
し
ら
で
交
互
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
日
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
ご
協
力
で
う
た
ご
え
サ
ロ
ン
が

開
催
さ
れ
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
や
地
域
の

参
加
者
の
皆
さ
ん
で
懐
か
し
の
曲
を
一
緒

に
歌
わ
れ
ま
し
た
。
お
待
ち
か
ね
の
昼
食

の
メ
ニ
ュ
ー
は
酢
豚
、
な
め
こ
汁
、
白
菜

の
ク
リ
ー
ム
煮
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
サ
ラ
ダ
と

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
大
満
足
の

サ
ロ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

↑うたごえサロン
　ハーモニカ演奏のご利用者さんは御年96歳!!

　

去
る
三
月
十
六
日
（
土
）、
直
方
市
内

十
五
の
学
童
ク
ラ
ブ
合
同
の
『
お
別
れ

バ
ス
遠
足
』
で
響
灘
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
は
子
ど
も
二
百
九
十
六
名
・

支
援
員
五
十
二
名
・
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
二
十
五
名
、
総
勢
三
百
七
十
七
名
。

十
一
台
の
バ
ス
で
向
か
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
各
学
童
ク
ラ
ブ
か
ら
子
ど

も
リ
ー
ダ
ー
を
選
出
し
、
事
前
に
子
ど

も
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
行
な
い
、
３
月
で

卒
所
す
る
６
年
生
を
見
送
る
『
お
別
れ

セ
レ
モ
ニ
ー
』
を
計
画
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
の
内
容
、
司
会
、

し
お
り
作
り
な
ど
、
リ
ー
ダ
ー
の
子
ど

も
た
ち
で
話
し
合
い
、
役
割
分
担
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
『
お
別
れ
バ
ス
遠
足
』
当
日
は
、
前
夜

か
ら
の
雨
で
開

催
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
お

昼
前
に
は
陽
が

射
し
始
め
、
午

前
中
は
全
学
童

ク
ラ
ブ
が
野
外

ス
テ
ー
ジ
に
集

合
し
て
、
お
別

れ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
行
な
い
ま

し
た
。

　
『
お
別
れ
セ

レ
モ
ニ
ー
』

で
は
、
子
ど

も
リ
ー
ダ
ー
が
、

卒
所
し
て
い
く
６

年
生
に
「
学
童
で

一
番
楽
し
か
っ
た

こ
と
は
？
」
な
ど

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
渡
し
、
み
ん
な
で
ダ
ン
ス
を
踊
り
、

歌
を
歌
っ
て
卒
所
を
祝
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
各
学
童
ク
ラ
ブ
に
分
か
れ
て

お
弁
当
を
食
べ
、
広
々
と
し
た
公
園
内

で
の
び
の
び
と
過
ご
し
ま
し
た
。　

　

学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
、
友
だ
ち
が

一
人
二
人
と
退
所
し
て
い
く
中
、
６
年

間
学
童
ク
ラ
ブ
に
通
い
続
け
た
子
ど
も

た
ち
。
様
々
な
葛
藤
も
あ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
卒
所

し
て
も
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
、
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
で
あ
り
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
記
　
直
方
市
学
童
保
育
支
援
セ
ン
タ
ー

事
務
局
主
任
　
藤
廣 

麻
弓
）

バ
ス
遠
足
』

まセ』ど
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2
0
1
9
年
3
月
17

日
（
日
）
に
2
0
1
8

年
度
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
集

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
粕
屋
町
の
か
す

や
ド
ー
ム
・
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
に
88
名
の
職
員

の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

今
回
は
人
員
不
足
を

カ
バ
ー
し
な
が
ら
日
々

の
業
務
に
励
み
奮
闘
し

て
い
る
職
員
の
皆
さ
ん
の
交
流
と
親
睦
を

図
り
、
気
分
転
換
と
明
日
へ
の
や
る
気
と

活
力
を
養
う
事
を
目
的
と
し
て
様
々
な
企

画
が
準
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
ま
ず
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
・
理
学
療
法
士
の
松
本　

礼
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
ヨ
ガ
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
普
段
な
か

な
か
使
わ
な
い
筋
肉
を
し
っ
か
り
と
の
ば

し
て
い
く
ヨ
ガ
の
動
き
に
少
し
苦
戦
し
な

が
ら
も
和
気
藹
々
と
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
次
に
東
事
業
所
の
吉
田
さ
ん
と
一
木

さ
ん
よ
る
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
研
修
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
ユ
マ

ニ
チ
ュ
ー
ド
と
は
、
フ

ラ
ン
ス
語
で
「
人
間
ら

し
さ
」
を
意
味
す
る
言

葉
で
、
「
人
間
ら
し
さ

を
取
り
戻
す
」
ケ
ア
の

技
術
と
し
て
現
在
の
日

常
的
な
ケ
ア
と
組
み
合

わ
せ
な
が
ら
取
り
入
れ

実
践
し
て
い
く
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
今
回
そ

の
講
座
を
受
け
た
お
二

人
に
講
師
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
講
義
を
聴
き
な
が
ら
、
事
業
所

で
の
普
段
の
ケ
ア
の
中
に
ど
う
生
か
せ
る

か
を
真
剣
に
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
介
護
実
践
研
究
会
に
よ

る
「
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
」
事
例
発
表

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
の
事
例
発
表
は
毎
年
11
月
に
お
こ

な
っ
て
い
る
「
介
護
実
践
研
修
会
」
で
は

6
回
目
、
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
集
会
で
は
今
回

初
め
て
と
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
新
た

な
発
見
や
、
取
り
組
む
中
で
見
え
て
き
た

課
題
に
対
し
て
の
対
策
事
例
が
報
告
さ
れ

る
な
ど
、
内
容
の
深
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
お
楽
し
み
抽
選
会
が
開
催
さ

れ
、
豪
華
賞
品
の
当
選
に
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
大
盛
り
上
が
り
。
盛
況
の
う
ち
に
本

集
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

（
記
・
世
利
）

   

2018年度ケアワーカー集会開催

　

▼
私
が
中
学
生
の
時
に
国
語
の
授
業
で
学

ん
だ
「
奈
々
子
に
」
が
前
号
ひ
ゃ
く
さ
い
に

紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
、
少
々
う
れ
し
か
っ
た

の
で
感
想
を
お
く
り
ま
す
。
大
好
き
だ
っ
た

国
語
の
先
生
が
朗
読
さ
れ
た
声
ま
で
は
っ
き

り
と
覚
え
て
い
ま
し
た
。
な
な
こ
…
と
い
う

や
さ
し
い
響
き
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
娘

に
や
さ
し
い
響
き
の
名
前
を
つ
け
た
父
親
の

気
持
ち
が
こ
も
っ
て
い
る
、
と
そ
の
先
生
は

言
っ
て
い
ま
し
た
。
も
う
50
年
以
上
も
た
っ

た
今
頃
め
ぐ
り
合
っ
た
…
と
い
う
感
覚
で

す
。



ロスワ ド ズルク ー パ

〈
ヒ
ン
ト
〉
端
午
の
節
句
と
い
え
ば
…

▼
タ
テ
、ヨ
コ
の《
カ
ギ
》に
従
っ
て
マ
ス
目
に
言
葉
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、右
下
隅
に
☆
の
あ
る
マ
ス
に
は
漢

字
が
入
り
ま
す
。タ
テ
、ヨ
コ
で
漢
字
の
読
み
は
違
っ
て
い

ま
す
。す
べ
て
の
マ
ス
を
埋
め
終
わ
っ
た
ら
、二
重
マ
ス
の
中

の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、〈
ヒ
ン
ト
〉に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を

作
って
く
だ
さ
い
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

 
《
タ
テ
の
カ
ギ
》　

■
前
回
の
答
は「
三
寒
四
温
」 

　
で
し
た
。
正
解
者
多
数
に
つ
き
、

　
抽
選
で
次
の
5
人
の
方
々
に

　
Q
U
O
カ
ー
ド
を
送
り
ま
し
た
。

◆
九
十
六
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者

47

　

完
成
し
た
言
葉
と「
ひ
ゃ
く
さ
い
」の
感
想

な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、「
ふ
く
し
生
協
・

広
報
委
員
会
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
係
」ま
で

6
月
15
日
必
着
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ（
ク
オ
）カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

 
《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1 6

10

☆

☆

12

3 42 5

98

11

13

16 17

20

22

21

18 19

15

7

14

1 

言
葉
の
意
味
を
調
べ
る
な
ら
こ
れ

2 
娘
の
夫
と
し
て
迎
え
ま
す

4 
魚
な
ど
の
市
場
の
こ
と

5 

特
に
興
味
を
引
か
れ
て
い
る
も
の

6 

こ
れ
が
立
つ
と
良
い
こ
と
が
あ
る
と
い
い
ま

す
8 

言
葉
を
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
て

11 

空
に
懸
か
る
七
色
の
橋

13 

引
っ
越
し
た
先

15 

普
通
と
は
違
っ
た
人
や
物
を
?

16 

海
や
湖
に
細
長
く
突
き
出
て
い
る
所

17 

火
山
や
温
泉
に
多
く
見
ら
れ
る
元
素
の一つ

19 

風
邪
の
予
防
に
顔
に
着
け
ま
す

21 

大
工
仕
事
、金
づ
ち
と
ペ
ア
を
組
む
の
は
?

1 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
の
屋
内
施
設

3 

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
本
来
持
って
い

る
役
割
に
プ
ラ
ス
さ
れ
た
も
の

7 

風
味
や
に
お
い
を
楽
し
む
〜
品

9 

多
く
の
人
が
寝
静
ま
っ
た
こ
ろ

10 

人
生
、山
あ
れ
ば
〜
も
あ
る

12 

突
っ
か
い
棒

14 

60
分
は
1
〜

16 

選
挙
で
問
う
の
は
?

18 

能
登
で
朝
市
が
有
名
な
の
は
?

20 
処
理
や
判
断
を
後
に
持
ち
越
す
こ

と
22 

自
由
形
や
平
泳
ぎ
は
水
泳
の
〜
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こ
ん
な
い
い
詩
だ
っ
た
ん
だ
と
改
め
て
感

動
し
、
こ
の
詩
が
好
き
だ
と
言
わ
れ
る
吉
野

所
長
に
さ
ら
に
感
謝
で
す
。

（
水
巻
町
・
藤
田
　
眞
弓
）

　

▼
訪
問
宅
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
し
て
い

る
反
面
、
自
信
を
失
く
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
、
前
号
№
96
の
「
ち
ち
の
ま
な
ざ
し
」

の
「
奈
々
子
に
」
を
読
み
、
訪
問
宅
へ
の
思

い
が
あ
れ
ば
よ
い
の
だ
と
心
が
軽
く
な
り
ま

し
た
。

（
福
岡
市
南
区
・
原
　
　
晴
江
）

　

▼
毎
回
の
パ
ズ
ル
が
楽
し
み
で
す
。

（
宗
像
市
・
村
井
志
保
子
）

　

▼
ふ
く
し
生
協
創
立
20
周
年
、
こ
の
間
、

多
く
の
方
々
の
血
の
に
じ
む
努
力
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
国
策
が
必
ず
し
も
国
民
の
願

い
に
応
え
る
も
の
で
は
な
く
、
有
産
者
の
利

を
重
視
す
る
こ
と
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
20
年
の
歩
み
の
基
調
で

あ
る
憲
法
に
い
う
「
国
民
の
人
権
を
大
事
に

す
る
」
こ
と
こ
そ
が
、
未
来
を
切
り
拓
い
て

い
く
も
の
と
確
信
し
ま
す
。
私
も
ふ
く
し
生

協
の
理
念
に
基
き
、
地
域
で
困
っ
て
い
る
人

に
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
…
と
思
っ
て
い

ま
す
。
又
、
20
周
年
記
念
総
代
会
に
、
代
議

員
で
参
加
で
き
れ
ば
と
希
望
し
、
叶
わ
な
け

れ
ば
傍
聴
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
対
応
ね
が
い
ま
す
。

（
福
岡
市
東
区
・
日
下
部
恭
久
）

　

▼
前
号
の
マ
ン
ガ
で
A
さ
ん
と
K
さ
ん
の

老
後
の
過
し
方
が
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

（
粕
屋
町
・
合
屋
美
智
子
）

　

▼
毎
回
「
ひ
ゃ
く
さ
い
」
が
届
く
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
正

解
分
を
紙
面
に
入
れ
て
欲
し
い
で
す
。

（
飯
塚
市
・
富
田
　
純
子
）

　

▼
96
号
「
人
生
の
高
齢
期
を
考
え
る
・
ち

ち
の
ま
な
ざ
し
」
を
拝
読
し
、
実
の
父
を
知

ら
ぬ
自
分
で
す
が
、
興
味
深
く
読
ま
せ
て
頂

き
ま
し
た
。（

福
岡
市
博
多
区
・
伊
藤
　
幸
雄
）

・
富
田
　
純
子
さ
ん
（
飯
塚
市
）

・
合
屋
美
智
子
さ
ん
（
粕
屋
町
）

・
伊
藤
　
幸
雄
さ
ん
（
博
多
区
）

・
村
井
志
保
子
さ
ん
（
宗
像
市
）

・
中
西
　
紘
二
さ
ん
（
南
　
区
）



▲三笠郁枝（水巻町）

▲益田ハルカ（水巻町）

▲榎園妙子（水巻町）

▲山田安子（水巻町）

▲花井美智子（水巻町）

▲池本百合子（水巻町）

▲坂元雅子（水巻町）
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みんなの

文芸文芸文芸
広 場

ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。▲ほのぼの消しゴム版画作品

（版：加治美千代　字：鶴田輝子）
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投
稿
俳
句
と
川
柳
・
短
歌

好 

（
ミ
ナ
ミ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

今
日
も
ま
た　

イ
チ
ゴ
頬
ば
り

　
　
　

デ
イ
楽
し　

長
生
き
し
て
ね
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

励
ま
し
受
け
る

伊
藤
幸
雄 

（
給
食
セ
ン
タ
ー
）

丸
山
玉
枝 

（
ミ
ナ
ミ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

椿
花　

あ
ざ
や
か
な
赤　

目
に
残
り

　

さ
く
ら
咲
き　

満
開
む
か
え
し　

団
子
か
な

　

大
震
災　

復
興
ま
た
れ　

も
う
8
年

　

わ
け
あ
り
の　

ボ
ロ
ボ
ロ
同
士　

睦
み
合
い

　

耳
に
タ
コ　

妻
の
口
癖　

金
が
無
い

好 

（
ミ
ナ
ミ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

冬
野
菜　

ひ
と
霜
あ
び
て　

味
ば
つ
ぐ
ん

　

夢
叶
え　

は
ば
た
く
孫
の　

い
と
お
し
さ

　

就
職
で　

遠
く
離
れ
た　

孫
恋
し

◀
ミ
ナ
ミ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
皆
さ
ん
の
壁
絵
作
品




